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本研究室では、植物体 3DCG を用いた栽培学習教材の開発を行っている。3DCG の作成には、市販ソフトウエ

ア“Shade”を用いているが、円柱で茎を、折れ曲がった平面で葉を描いただけでは、実際の植物とは大きくかけ

離れた外観の植物体しか描けない。本研究では、葉表面の質感や茎の特徴、葉のゆがみ、各器官の詳細な構

造などを 3DCG に反映させることによって、実物に近い 3DCG を描画できることを示した。本報告では、3DCG 作

成時に行った多数の描画技術の工夫について報告する。 
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1. はじめに  

 本研究室では，三次元コンピュータグラフィクス

（3DCG）で描いた植物体を，栽培学習や植物学習

の教材として活用する研究を行ってきた。これまでに，

3DCG を用いた花壇設計手法[1][2]や、3DCG で描

いた生育各段階の植物画像をモーフィングによりつ

なげ植物生長動画を作成する手法[3]、などを紹介し

てきた。また、植物体 3DCG をもとに AR（拡張現実）

を用いて花壇設計法を学習するシステムも開発して

いる[4]。 

 栽培学習において、植物の形態を観察することは

最も重要な体験である。植物を丁寧に観察すること

により、その植物の形態的特徴や種間差異に気づき、

生育状態を判断することができる。植物体を忠実に

再現した 3DCG は、学習対象の植物が栽培できない

場合、生育不良により観察植物が準備できない場合、

天候不良で屋外での観察ができない場合、などに、

模擬的な植物観察として利用することができる。しか

し、如何に忠実に描いた植物体 3DCG であっても、

植物体の実物の観察に置き換えることはできない。

植物体の全体構造から微細な組織の構造まで、

3DCG では再現しきれないからである。 

 本研究は、植物学習において、あくまでも補助的に

活用できる植物体 3DCG の作成を目的とする。

3DCG 作成のテクニックを駆使し、可能な限り実物に

近づいた CG を完成させることにより、実物観察が難

しい現場における代替的な観察対象となり得る。また、

現実には観察できない植物体生長 CG アニメーショ

ンや、生徒に対象植物の形態的特徴を容易に気づ

かせるためにその特徴をやや誇張して描いた植物体

CG は、3DCG 技術ならではの教材活用ができるで

あろう。 

 本研究では、実物観察に代替できる忠実な植物体

3DCG を描くための手法について、検討を行った。

描画対象とした教材植物は、双子葉植物の(1)ヒマワ

リ、(2)エダマメ、単子葉植物の(3)トウモロコシ、である。

ヒマワリは 1 本の主茎に多くの葉が着生し、頂芽に 1

つの大きな花（正確には花の集合）が咲く単純な構

造である（上位節で分枝し、多くの花を咲かせるヒマ

ワリ品種もある）。一方、エダマメは主茎と葉柄の間か

らわき芽が発生しやすい（分枝しやすい）植物であり、

構造がヒマワリよりも複雑であることから、描画対象に

選定した。トウモロコシは分枝はほとんど発生せず、

主茎に多数の葉が着生した単純な構造である。しか

しながら、葉に独特のウエーブがある、株元には気根

が発生する、雄花・雌花の構造が複雑である、など、

特徴的な器官の存在とその形状に注意する必要が

ある。なお、エダマメは植物としてはダイズであり、ダ
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前者については、色のグラデーションの適用や不均

一な模様の貼り付けなどで対応できる可能性がある。

後者については、分枝規則と 3DCG との組み合わせ

（例えば、分枝規則を表す関数である L-system[6]と、

入力値をもとに 3DCG を作成する OpenGL との組み

合わせ）で解決できると考えている。 

 本研究室では最終的に、作成した植物体 3DCG を

仮想空間に配置し、その空間内を自由に移動しなが

ら教材植物の観察ができる“バーチャル植物園”の構

築を目指している。今後も多様な教材植物の 3DCG

作成を続ける予定である。 
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